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教育実習のغ࣎とؔغについての検討
―2020 年度学生のࠬ݃果をخに―

ଞ 井 চ 子 ٸ    ݫ ༡     森   久 Մ
（教育学科教育学ߊ） （教育学科教育学ߊ）（教育学科教育学ߊ）   

本学では、2019 年度生から教育実習の在り方をࠞ本的に見直し、 1 年次の附属小学校観察実習に࢟Ήり、
2 年次での 2 ुؔの附属小学校実習、3 年次での 3 ुؔの出身地小学校実習を導した。実ࡏに実習に参Յ
した学生が自身の実習体験をどのようにଌえているのかをࠬ検ৄし、今後の実習の在り方を検討するた
めに、教育実習論ᶚ（3 年次௪年科 1 ୱҒ）のदۂにおいて৾りศりと共にアンίートを実施した。本ߚ
では 2020 年度生のࠬ݃果について検討を行う。

Ϋʖϭʖχʁ教育実習ɾ実習ؔغɾ実習غ࣎ɾ実習での学;ɾ実習の進路のӪڻ

̏ɿͺͣΌͶ
̏）ୌのॶࡑ
今日、ըがࠅの教育実習は、事前・事後指導

の１ୱҒにՅえ、༰கԄ・小・中学校では̒ୱ
Ғ（120ʛ180 ؔ࣎ʁ̑ʛ̒ुؔ程度）、߶校で
は̐ୱҒ（60ʛ90 ؔ࣎ʁ̐ʛ̑ुؔ程度）で構
成されている。教育実習の実施غ࣎は、教員養
成大学・学部の場合だと大学̑年次、一般大学・
学部では大学̒年次に実施されることが多い。
Ήた、一部を「学校体験ಊ」（学校における教
育ಊそのଠの校ແに関するึঁや๎課後・ٵ
日等の学習そのଠのಊのึঁなどを体験する
。ಊ）でେすることもՆとなっている
しかし、ܗαϫナΤΡルス（COVID-19）に

よるਛ大なӪڻを受けて、教職課程を༙するસ
ないしक़小してࢯの大学では、教育実習が中ࠅ
実施された。そのࡏ、オンライン実習のな
どさΉ͡Ήな意工夫が֦大学でฦΊ出され 1

（例えば、坂井ଠ 2022ʂ森ଠ 2022、参照）、実
施されるにࢺった。こうした事態から、今日、
教育実習の意ٝがրめてい直されているとݶ
えよう。
京都女子大学ୣ教育学部教育学ߊは

1949（দ 24）年から小学校教員養成を行って

おり、ߊのカリΫϣラϞ自体が小学校教།一
झ教員免許য়を取ಚすることを前提としたいわ
ゆる的養成のかたͬをとっている 2。本課程に
かかわる教育実習を受けれることを的とし
てઅされた京都女子大学附属小学校があり、
学生は 3 年次の 2 ुؔの附属小学校実習（いわ
ゆる附小実習）と 4 年次の 2 ुؔの出身地の小
学校の実習の二झྪの教育実習をܨ験してきた。

2019 年にしいカリΫϣラϞをࡠ成するに
あたって、̐でࣖすように実習のܙ態をࠞ本的
にรߍするࢾΊを行った。本ߚでは、このࢾΊ
の成果と課題をらかにするために、学生の
アンίートをخに分ੵを行う。

̐）研究๏法
教育実習論ᶚ（3 年次前後غߪʁ༰கԄٶ

;小学校教職課程必र科）の 6 回から 8 回
（2022 年 12 月 1 日・8 日・15 日）のदۂに
おいて実施したアンίートࠬをخに分ੵする。
なお、受ߪ生には「ݺਕๅが分からないܙで
本学の教職課程をよりよくするための研究とし
て࢘༽さͦていただくことがありΉす」と文
頭で確認の、ࠬを行っている。ࠬ;ٶ
に当たっては京都女子大学のदۂシステϞであ

教育実習の時期と期間についての検討
─2020年度入学生への調査結果を基に─
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る LMS のアンίートؽを࢘༽した。࣯ߴ
はҐԾの௪りである。

̑）࣯ߴ目
実習はߏでしたかʃ

実習のಕැࢤ、ݟௌଞを書いてくだ͠
い。ྭ）ښැښښ、ࢤැٳࢃޜٳ܌
ௌ など
ड़身ஏ実習 1ु目の実習಼༲と学;を書いて
くだ͠い。
実習̐ु目の実習಼༲と学;を書いてԾ͠
い。
実習̑ु目の実習಼༲と学;を書いてくだ
͠い。
実習̒ु目の実習಼༲と学;を書いてくだ
͠い。
̒ुؔの学;のޢを書いてくだ͠い。

ಋغ࣎にཔている他ߏの実習生はいΉした
かʃいたとしたら何回生 3でしたかʃ
実習のغ࣎やؔغ（̑回生で実習すること、
̒ुؔというؔغ）にͯいてߏௗ生や୴
の生などからなにかݶわれたことは͍り
Ήすかʃ͍れͻ書いてくだ͠い。なけれͻ
「なし」で回答してくだ͠い。
実習غ࣎とؔغとしてΉしいܙ態はどれ
だと思いΉすかʃその理༟も教えてくだ͠
い。
2 回生の࣎にঘの生からࢨをणけたࢨ
Ҍのࢨにͯいて感を書いてԾ͠い。
教ҽになΘうと考えていΉすかʃ

現఼࣎での進路選に 3年࣏での教育実習は
Ӫڻを༫えΉしたかʃどんなӪڻでしΒう
かʃ
のうͬのいくߴの࣯ى、ܐの関ࢶ

つかについては本ߚではѽわない。

̐ɿຌָگ৮՟ఖΩϨΫϣϧϞͳگүࣰस
ըがࠅの教育実習ؔغは、ଠࠅの教員養成の

カリΫϣラϞとർべてඉにいという課題 4

がある。例えば、オーストラリアのέイーンθ
ランχ工科大学の初等教員養成カリΫϣラϞで

は、1 年次から 4 年次Ήでܯ 7 回実施され、合
は、100ؔغ実習ܯ 日をえる。Ήた実習も
ಝ性がҡなる਼の学校で実施し、多様なݳ場
を体験することが॑視されている 5。
फ़の̑年次 2 ुؔ附小実習、̒年次 2 ुؔ

出身地実習のカリΫϣラϞに関して、ᶅ4 年次
の母校の実習が 2 ुؔでは、子どもの໌前やέ
ラスの様子をཀྵմし、ॉ分な研究दۂを実施す
るにはؔغがかす͙るのではないか、ᶆ4 年
次に実習を行うのはغ࣎的にஙいのではないか、
ᶇ実習の事前指導のदۂが 2 年次に配置されて
おり、実習の事前指導、事後指導としてのༀׄ
をॉ分に果たͦていないのではないか、ᶈಝพ
、ԋ学校教།の免許課程を導するにあたりࢩ
ಝพࢩԋ学校の実習を 4 年次にれるために小
学校実習はఁ学年に置いたΆうがカリΫϣラϞ
的にも題がঙないのではないか、といった議
論がなされ、ҐԾのようなカリΫϣラϞをฦ成
することとなった。

න 1 ঃ子学発ୣ教育学部教育学科教育ښ
学専攻における教ҽ成ΩリΫϣϧϞ

前غ غޛ
̏ 年 ࣏ Ψリ Φ ン τʖ シ

ョン
事前ࢨˢঘ
実習ᶅˢࡱ؏
（࣏年̐）ˢࡱ

̐年࣏ ࡱ・事前ࢨˢ
ঘ ؏ ࡱ 実習 ᶆ
ˢࢨ・ࡱҌࡠ
成ˢ（غޛ）

事前ࢨˢঘ
実習（̐ुؔ）ˢ
ࡱ・事ࢨޛˢ
（̑年࣏）

̑年࣏ ࡱ・事前ࢨˢ
（غޛ）

事前ࢨˢड़身
ஏの༰ঘ実習（̑
ुؔ）ˢࡱ・事
ࢨޛ （s̒年࣏
）

̒年࣏ ࡱ・事前ࢨˢ
߶・ಝพ支援学
（ंس）実習ߏ
ˢ ࡱ ˢ ޛ） غ
）

教職実ભԍ習（̒
年ؔの学;をಁ
Ήえて）
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本学では法定の実習ؔغよりもௗめのؔغを
અ定し、附属小学校の観察実習（ൔ日と 1 日）、
附小実習（2 ुؔ）、出身地の༰கԄもしくは小
学校の実習（3 ुؔ）という 4 度の実習を中ৼ
にੀえながら、実習とリϓレέシϥンの૮ึ性
を保つために、省察・事前指導ˢ実習ˢ省察・
事後指導というγイέルをخ本にੀえたカリΫ
ϣラϞをฦ成した。3 年次Ήでに小学校（༰க
Ԅ）実習をशえるようにઅܯしたのは、一つに
は、4 年次の 6 月から 8 月にかけて実施される
֦自࣑体の教員ࢾ༼ࡀ験Ήでに小学校・༰கԄ
の教育実習をशえておくことで、「自身が本当に
教師になりたいと考えているのか」、「どのよう
な教師を指すのか」といったϜインχιρト
をもってࢾ༼ࡀ験の६ඍにྡことを॑視した
ためである。Ήた、希望ंが取ಚしているಝพ
ԋ学校教།免許およ;中学校・߶等学校教員ࢩ
免許取ಚのための教育実習をໃཀྵなく 4 年次に
અ定することもՆとなった。
この実習غ࣎のรߍに合わͦて、3 年次の実

習Ήでに小学校教員免許関ܐの科の大ൔのས
रをशえられるように、カリΫϣラϞのรߍも
行った。
ただし、しいカリΫϣラϞを導した 2019

年度生が１年次のにܗαϫナΤイルス״ઝ
Քが࢟Ήり、教育実習のあり方にも大きなӪ
が出た。Ήず、2020ڻ 年度に༩定されていた附
小観察実習（2020 年度学生）、2 年次附小実
習（2019 年度生）が中ࢯとなった。2021 年に
は 2019 年度生が前年度に中ࢯとなった附小実
習をオンラインのかたͬで実施したが、後غに
なってܗαϫナΤイルス״ઝのয়ڱがѳ化
したこともあり、2020 年度生の 2 年次附小実習
は中ࢯとなった。このため、2020 年度生は後फ़
のように、附小実習には参ՅしないΉΉ、2022
年度に出身地実習に参Յすることとなった。

න̐ 2019 年度生Ґ߳の教育実習のয়ڱ
2019 年度入学生

2019 年度 ̏年࣏ঘ
実習ࡱ؏ 実ࢬ

2020 年度 ̐年࣏ঘ
実習

ࢯˢ̑年࣏の̓
݆にΨンϧン実

習として実ࢬ 6

2021 年度 ̑年࣏ड़身
ஏ実習

̑年࣏前غからޛ
ࢬにҢ行して実غ

2022 年度
̒年࣏ಝพ
支援およ;
߶実習

通通り実ࢬ

2020 年度入学生

2020 年度 ̏年࣏ঘ
実習ࡱ؏ ࢯ

2021 年度 ̐年࣏ঘ
実習 ࢯ

2022 年度 3 年࣏
ड़身ஏ実習

ঘ実習がࢯに
なったため、ؔغ
をԈͻして実ࢬ

2021 年度入学生

2021 年度 ̏年࣏ঘ
実習ࡱ؏ 通通り実ࢬ

2022 年度 ̐年࣏ঘ
実習 通通り実ࢬ

2022 年度入学生

2022 年度 1 年࣏ঘ
実習ࡱ؏ 通通り実ࢬ

̑ɿ݃果と考ࡱ
ҐԾに、小学校実習参Յंのアンίートߴ

͟との݃果をىし、考察を行う。
̏）実習
Ήず、3 年次の出身地の実習の小学校が母

校かそれҐかという࣯に対しては、母校で
あるとえた回が 94ˍとѻౙ的に多਼であ
った。本学の学生が実習を行うことの多い京都
は教育җ員会が配当を行うことになࢤރやਈࢤ
っているが、それҐの地Үでは母校に実習を
依བすることが多いݳয়である 7。

   ਦ̏ 実習がߏで͍るか

さらに、実習のॶ在地をซくとҐԾのよう
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になっている。本学はસࠅから学生が学して
くるというಝ৯があるが、実習を見ても、
ք道から۟यと大ร多زにわたっている。それ
ͩれの地Ү͟とに教育実習に対する取りૌΊも
ҡなっていることが༩されるが、本ߚではそ
こΉでの分ੵは行っていない。

න̑ 実習のॶࡑஏ
քಕ քಕ 1
౨ ෳౣ 1
ؖ౨ ౨ښ 1

部
੫Ԯ 2 ௗ 1 ੶ઔ 1 ࢃ 2
ෳҬ 3 ز 1 Ѭ知 2

قۛ

ࢤښ 7 ැښ
7

ծ࣐ 9

 ࡗ ැ
10

ࢤࡗ
6

ฎށ 7 ਈރ 2

ྒྷ 4 Րࢃ
2

ࠅ ౣࠞ 1 ख 2 ౣ߁ 4 ࢃ 1
ࠅ࢝ ઔߵ 3 Ѭඦ 2 ߶知 2 ಛౣ 1
۟य 本ۿ 1 ࠦծ 1

̐）実習を行った学年

    ਦ̐ 実習を行った学年
実習を行った学年についてはҐԾの݃果とな

った。̐年次に実施する༩定であった附属小学
校実習では、きΒうだい関ܐやアルώイトの
学習ग़などでの関ܐに配ྂしながら、大学側で
配当学年を݀定しており、1 年から 5 年Ήでの
֦έラスに等分したܙで実習を行うことになっ
ていた。受ߪ生たͬはそれͩれの配属におい
て実地दۂを行う༩定で指導案のࡠ成を 2 年次
前غからめており、実習の中ࢯが݀定した後

に、֦έラスの担任教།から指導案のঁݶ指
導を受けた。3 年次後غの出身地実習に関して
は、実習の小学校との૮というܙをとって
いる。݃果的に、2 年生で実習を行った学生が
も多く࠹ 27ˍが、次に 3 年生が 23ˍ、କいて
4 年生が 14ˍ、1 年生と 5 年生がΆ·同じで
12ˍ、6 年生で実習を行った学生も 11ˍいた。
ࣞ学څで 4 年生と 5 年生にったという学生
も 1 ໌いた。ঙしݻい資料ではあるが、深田は、
小学校における担任学年配置において「女性教
師はఁ学年向き」というݽ定観念があると指摘
している 8。Ήた、黒田らは、ఁ学年に女性教師
のർིが߶く、߶学年や؇ཀྵ職において性が
ଁՅするというステレオタイプが学校の行や
がっているܪ習にઞ在する性中ৼकٝに 9

と指摘している。本ࠬは教育実習の配当学年
であり、これらの研究݃果と直ં的な関連はໃ
いともいえるが、༁ 62ˍの実習生が 3 年生Ήで
の学年で実習を行っていることはڷ味深い。ఁ
学年が実習生にとって適切な学年であると考え
られているのか、女子学生であるからఁ学年に
配置されたのかは今後Ӏきକき検ৄしていきた
い。
̑）実習ؔغ

      ਦ̑ 実習ؔغ
小学校教།１झ免許য়取ಚに関わる教育実習

のୱҒは教育職員免許法施行規則において 5 ୱ
Ғと定められている 10。本学では学校インター
ンシρプ（学校体験ಊ）をΉないܙで 2 年
次の附属小学校実習 2 ୱҒ、3 年次の出身地実
習 3 ୱҒを必रとしている。2020 年度学生は
2 年次の附属小学校実習が中ࢯと݀Ήった࣎点
で、すでに内ଡ଼をಚていた出身地実習の実習
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小学校に実習ؔغのรߍの依བを行った。݃果
的にもともと༩定していた 3 ୱҒ 3 ुؔの実習
のΉΉの学生がؔغ 12ˍ、ܗαϫナΤイルス
ઝՔにおけるঀ事等で״ 17 日ؔ、19 日ؔ、
14 日ؔといったؔغとなった学生もいる。もと
より、20 日ؔに৵ばしてもらうことができたと
しても課程は 5 ୱҒとなっているため、ୱҒ
਼が不ଏしてしΉうこととなる。そのため、す
べての学生が「教育職員免許法施行規則等の一
部をրਜ਼する省ྫ（ྫ 3 年文部科学省ྫ 23
号）」、いわゆる「教育実習ಝ例」にخͰいてେ
を行うこととなる。「教育実習の科の૱दۂ
によۂのસ部は一部を大学等が行うद਼ؔ࣎
り行うことができることとする」という文ݶに
Ͱき、སर指導の、େી置を実施するこخ
とで必要ୱҒ਼としてಣΊえる。

̒）実習ؔغの実習಼༲と学;
実習ؔغが 14 日から 21 日とがあるが、そ

れͩれのؔغのҕ内で「実習 1 ु（ʛ4 ु
）の実習内༲と学;を書いてください」とし、
自༟ىफ़をٽめた。本ߚではىफ़内༲のなかで
େන的なߴを͝ڏることでそれͩれのغ࣎の
実習内༲と学;についてർֳを行う。
ᶅ1 ु目
ʴ実習಼༲ʵ
見学ۂ教།の生のदࢨ・
・クϧηの༹子、ࣉಒの実態のѴ
・୴学څҐの学年や学څのदۂ見学
・支援が必要なࣉಒのଲԢ
・ಝพ支援学څの見学
教育、ෲߏで学ߪࢨௗ生等からのߏ・
ແ、生ైࢨ、ঘ学ߏのૌ৭のおやฯ݊
。教育等にͯいてซいたݘ、ਕࢨ

・学ߏのߏແ分ঢ
ಊの見学ಒのҗҽճ、部ࣉ・
・ ICT ཤ༽研र、ٺٻ法研र
ࢨߏౌ・
・自়ހղとϝωΰʖϞ
・実ஏदۂ実ࢬ
ʴ学;ʵ

ߑۂにおけるいかけやदۂ教།のदࢨ・
成、दۂの入部分

・学څӣӨやֽけ、ְࢻ支援のखり入れ๏
の

・学څによるฉҕـのҩい、子どもとのړ
のࡑり๏のҩい

・自身のदۂに生かͦるようなࣉಒのಝの
ଌえ๏。

などから自分には思いݶの発ۂಒのदࣉ・
ͯかない行ಊや考え๏にৰれ、ࣉಒのौೊ
͠を感ͣた。

・向こうからرってきてくれる子とͻかりか
かわってしΉい、他のࣉಒとのかかわりが
ঙなくなってしΉうୌにـͰいた。

・ঘ学̐年生の子どもから見えれͻ実習生で
はなく、一ਕの生で͍るということわか
り、生としてのと͍り๏を学んだ。

・生の何ـない一ݶが実はきなқ味を持
っていて、子どものやるـ、興味・ؖ心を
߶めていることにـがͯいた。

教།の生のଲԢから、φϧϔϩがًࢨ・
きたときにฤ๏のݶい分だけでなく、ྈ๏
のݶい分をซく子との͠を学んだ。

1 ुは校ௗ生Άか؇ཀྵ職の生からのߪ
をซき、「学校」がどのようなところかをΉず
எるところから࢟めた実習生が大ൔであった。
दۂ観察においては、配属学څの観察を୰念に
行った実習生やそのଠの学څ、学年、ಝพࢩԋ
学څ等を回らͦていただき観察を行った実習生
などそれͩれの学校の方ਓによってҡなってい
ることが分かる。Ήた、自己়ղやϝωΰーϞ
をするなどして学څの子どもたͬとなじため
の実習を取りれていただいている場合も多か
った。1 ुからदۂを行った実習生も 18 ໌
（87 ໌中）いた。実習࢟Ґ前から学生Ϛラン
テΡアで学校に௪っており、য়ڱがྒྷくわかっ
ている場合が多いが、実習で初めて（母校では
あるが）れた場合でもदۂを行っていた学生
もいた。दۂを初めて行ったのは 1 ुの࠹श
日という回もあれば 2 日からという回も
あり、学校によってさΉ͡Ήであることが分か
る。
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ᶆ2 ु目
ʴ実習಼༲ʵ
・一ु目にӀきକき、कにदࡱ؏ۂ
・2 ु目からは他学年のदۂを؏ࡱするؽճ
もଁえた。

・दۂ研究が࢟Ήった。
りࡠҌࢨ・
・実習 2 ु目からは実ભदۂを行うؽճが
অʓにଁえていった。

ಒࣉにͯいていけていないۂやदࢨؔط・
のγϛʖφ、ٵんでいた子どもたちのγϛ
ʖφ、自身でのदۂ実ભを行うなど、ۅ
దなदࢂۂՅを行った。

・दۂだけでなく、ڇৱやૡঈのؔ࣎もۅ
దに子どもに必要な支援を行った。

・दۂはもちΘん、ೖのいΘいΘなで
ͦてもらうことがଡくなった。

・研究౾٠ճにࢂՅ
・ਦ書のؔ࣎のಣみซかͦ
学習のӀིߏ・
・शླ
・ฯंޤのदࢂۂ؏にࢂՅ
ʴ学;ʵ
・୴の生のदۂのླྀれをଌえたり、どん
なݶཁ選;で発しているのか、൚書の仕
๏はどうかなどदۂを進める上で基本と
なる教師のಊきを学んだ。

・生によってࣉಒのଲԢは全くҩうことを
知った。

・他学年のदۂ見学をして、発ୣのҩいによ
るदۂの進め๏のҩいやؖわり๏のҩい
を学んだ。

・実ࡏにदۂを行ってみると、ࢨҌ通りに
進Ήなかったり、子どもの発ݶをӀきड़そ
うと自分がりす͙たりしΉした。どのよ
うなदۂをすれͻ子どもの学;がΉる
のか考えることができΉした。

・実ࡏに子どもの前にཱིͯと自分がदۂを進
めていくのにいっͼいで子どものൕԢ
を見て、ͯやきをलうことができていな
いことにـͰきΉした。

・ॵめての実ஏदۂでは、दۂが༩ఈ調に
はいかないことを感ͣ、ྡؽԢรなଲԢが
にٽめられることを実感した。

・子どもたちのかかわり๏において、自分か
ら͍Ήりしかけてくれない子にۅద
にしかけたり、一ॻに༣ことで心を開
いてもらえるのだと学ことができた。

2 ुもӀきକきदۂ観察を行っている。１
ुとർべると観察の視点も深Ήってきている
ことが分かる。Ήた、ଠの学年やέラスのदۂ
を見ͦていただくؽ会もଁえている実習生が多
い。ଠの学年や教師のदۂを見ることで、子ど
ものୣのࢡやそれに合わͦたदۂの行い方を
எったり、教師によって子どもとの関ܐ性や子
どもの対応、दۂスタイルがҡなることを学Ξ
でいる。
ΆとΞどの学生が 2 ुから実地दۂ（दۂ

実ભなどݼ;໌は様々である）を行っている。
दۂをめることでघ一になってしΉうとい
うݳয়、指導案௪りにΉないという事実にـ
Ͱくのも実ࡏにदۂを行うからこそのܨ験であ
るとݶえる。ྡؽ応รな対応がにٽめられる
ことを学Ξだというもあった。
Ήた、子どもとの関わりについての省察も

অ々に深Ήってきている。
ᶇ3 ु目
ʴ実習಼༲ʵ
目からは一ೖにुࢀ・ 1.2 回のϘʖηでदۂ
を行った。

・7 ؔ࣎にけて、̏ʛ̔ۂ目の研究दؔ࣎
のदۂをͦていただいた。

・3 ु目になると研究दۂのೖఖが֮ఈし、
それに向かっての実ભदۂもঅʓにଁえ
てきた

・研究दۂの実ࢬとदۂ研究ճ（ஏҮによっ
てݼ;໌がҡなる）。

・T1T2 のܙで理科、Խֺのदۂをした。
・のճをΉかͦてもらった。
・ԗଏなどの行事のଵಋとൕճのࢂ
Յ。

・生๏のճ٠にࢂՅͦ͠てもらった。
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・ॵं研रのࢂՅ
のおֺしみճでは、༹ʓなϕレκンφޛ࠹・
やةժをしてくれた。

ʴ学;ʵ
・दۂにれてきたので、࣏はよりよいもの
にしようとした̑ु目。

・発は自分がఽわると思っていても、子ど
もにはఽわりきっていないことが͍り、ݶ
い๏をรえたりして、ఽわりやすいݶཁ選
;を知ることができた。

・दۂにおいて、く՟ୌをशわらͦた子ど
ものଲԢを考えておくことの͠。

・自身が学でしてきたໝ٘दۂでఈして
いたࣉಒ؏よりもはるかに理解できてい
ないࣉಒがଡくいた。

・目の前の子どもたちにったदۂをする必
要を学んだ。

・研究दۂを考えるうえで、րめてࢨҌの
。成の仕๏を学;すことができΉしたࡠ
目ඬとՃにͥれはないか、め͍てとΉと
めがͥれていなかなど。

・ඈೋ܉࿇では、ॵめて生ଈからのࢻ఼で
がとてࢡなݍՅした。生๏のとてもਇࢂ
もһেにった。ࣉಒにໍの͠や、ਇ
にखりૌことの͠をఽえ、なͧඈݍ
ೋ܉࿇をするのか考えながらखりૌめる
ようにすることが॑要だと学ことがで
きた。

・行事をするに͍たって、生๏がଡくの࣎
ؔをかけて६ඍしていること、子どもたち
が҈全にಊできるよう৯ʓとഓྂして
行ಊしていることを学んだ。

3 ुもしくは 4 ुのؔにदۂをՁ回実施さͦ
ていただいたかはかなりݺਕࠫが大きい（दۂ
回਼についてはڏघでਚたが、今回のアンί
ートࠬでは࣯ߴとして取りѽわなかった）
が、多くの学生はदۂ実施にもれ、自身のद
をよりྒྷいものにրવしようと努めるஊにۂ
ってきている。「子どもにఽわりやすいݶཁ選
;」や「ཀྵմ度のݺਕࠫ」、「の前の子どもに
合ったदۂ」といったىफ़が多かった。大学で
のໝ٘दۂではಚられないܨ験の॑يさを״じ

ている。
研究दۂを行った学生、研究दۂに向けての

६ඍをめている学生も多い。「րめて指導案の
फ़からも分ى方を学;直した」という成のࡠ
かるように、実ભをすることで大学での学;が
広がり深Ήるܨ験となっているとݶえるだろう。
の会の担当や遠ଏ、避ೋ܉࿇、ൕ省会の参
Յのܨ験は、それΉでの生ైのཱི場での参Յか
ら教師のཱི場としての参Յによって、学;の࣯
が߶Ήっていることがうかがえる。
ᶈ4 ु
ʴ実習಼༲ʵ
・研究दۂに向けてྣのクϧηでのदۂ実ભ
をͦ͠ていただいた。

・研究दۂの実ࢬとदۂ研究ճ
・一ೖ実習（のճからशわりのճΉです΄
てのदۂをめて୴）

・他学年の研究दۂの見学
・学ߏ行事のӣӨ
・学の生との zoom による教ҽ研रにࢂ
Յ

・͍りがとうのճ（ΰʖϞ、クθ、ϕレκ
ンφިなど）

ʴ学;ʵ
・教育実習のॄ成としてこれΉでのदۂ実
ભでのݩܨをかしてदۂを行うことが
できた。

ಒがक体దな学;となるよう、心がけたࣉ・
が、ൕԢがྒྷいदۂも͍れͻ、ൕԢがྒྷく
ないदۂも͍った。ൕԢがྒྷくないदۂは
のఽえ๏が分かりにくかったり、ୌがࢴ
ೋしかったり、ൕ఼がたく͠ん͍った。

・自分では見ͯけることができなかった՟ୌ
や、子どもたちのൕԢを事ޛ研究ճで教え
ていただいた。

・学ߏ行事を行う࣎に、学ߏ全体でどのよう
にӣӨしていくのか、αϝϣωίʖション
の॑要を感ͣた。

・子どもたちとのړもだいक़Ήり、ؔط
のؖわり๏などにもだい࣎ৱのڇやࢨ
れてくることができた。
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・子どもたちがذしそうなاをしているのを
見ることがやはり࠹もͦ߀を感ͣるなと
思った。

・子どもとの৶བؖܐはຘೖの自分の行いで
รわってくること。

・教育実習生というཱིでは͍るものの、 1
か݆といういؔでの子どもたちのӪ
力がどれΆどきいものかを学ことڻ
ができた。
「実習̒ुは教育実習࠹शुということで、

ྒྷくなった子どもたͬとのおพれが近Ͱいて
いるというऒしさの中、研究दۂやそれに向け
た教ࡒ研究に取りૌΞだ」という実習生のىफ़
が 4 ुの実習のあり様を的にනしていると
考えられる。
ΆとΞどの学生が 4 ुに研究दۂを実施し

ている。研究दۂに向けての६ඍ、当日の本൬
もさることながら、その後の研究ڢ議会（これ
も学校や地Үによってݼ;໌がҡなる）に参Յ
し、दۂを見にཔられた生方からたくさΞの
意見をいただいて大ร参考になったという回
が多かった。
Ήた、一部ではあるが一日実習を行ったとい

う学生もいた。教師のཱི場での会からशわり
の会Ήで任をもって取りૌことで、さらに
意ཋとୣ成״が߶Ήったようである。
ଠには、学校行事のӣӨに携わったり、生

たͬの研रに参Յしたりというܨ験もしている。
おพれ会では、4 ुؔといういؔではあっ

ても子どもとの関ܐが構築されているというこ
とをրめて৾りศるؽ会ともなっている。「子ど
もたͬのӪྙڻがどれΆど大きいものかを学
Ξだ」という回がそれをࣖしてもいるだろう。
ਦ̒に、4 ुؔの学;の内༲をΉとめた。

  ਦ̒ 4 ुؔの学;のٌ

̓）同غ࣎にଠ校の実習生がいたか
同غ࣎にଠ校の実習生がいたかという࣯に

対してはԾනのとおりであった（なお、社会ਕ、
大学院生に関してはଠの回と॑あり）。87
໌中 50 ໌はଠ校からの実習生はおらず自分一
ਕという݃果であった。りの 37 ໌はいずれ
かの学年の実習生と同غ࣎に実習を行っていた
ことが分かる。ただし、実習生によって実習غ
ؔがҡなるため、一部ؔغが॑なっていたとい
う回も多かった。
実習の学年としては、本学と同様に 3 回生で

行っている場合も 19 ݇（合਼ܯ）あったが、4
回生は 24 ݇とさらに多くが参Յしていた。社
会ਕ、大学院生も実習に参Յしていたという回
も਼݇見られた。
න̒ 他の実習生のଚࡑ
他の実習生 （਼݇）

自分のみ 50

 2 回生 ̏

3 回生 9

4 回生 14

2 ुʁदۂを観察し、ঙしずつ実ભ
दۂ観察（ଠ学年も）、दۂ実ભ、दۂ内

ԋなどࢩでの子どもの

3 ुʁदۂ実ભを॑つつ様々なܨ験
दۂ実ભ、研究दۂに向けての६ඍ、行事

参Յ、職員会議の参Յなど

4 ुʁ実習の૱Ήとめ
研究दۂ、研究ڢ議会、一日実習、様々な

験、子どもとのおพれ会ܨ

1 ुʁ学校をஎり、学校にれる
自己়ղ、दۂ観察、ߪなど
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3ɾ4 回生 10

ऀճਕ 5

学Ӆ生 2

̔）実習غ࣎とؔغについての実習の生か
らのαϟント

3 回生で 4 ुؔ（一部 3 ुؔ）というغ࣎と
について実習の生からαϟントがあっؔغ
たという回は 16 ݇あった。
・3 回生で行うことにͯいて、一ൢదなغ࣎
よりいとݶわれることがଡかった。

・4 ु͍ؔるから߆てͥにΑっくりやってい
けるというようなこと、9 ݆͟Θの実習
だとӣಊճの࿇習ͻかりになってしΉう
から 6݆がいいというようなことをࢨ
教།の生がおっしΎっていΉした。

・4 ुؔということで、ؔ࣎をかけて学΄る
し、学ߏからしても実習生とؖܐをめな
がら実習を行うことができるとおっしΎ
っていΉした。

・4 ुؔはௗいため、รだとݶわれΉした。
・9 ݆にسする学生がଡいため、6 ݆で助
かったとݶわれた

・とてもྒྷいνϝンήだとݶわれΉし
た。

・ΉだΉだหکだというқ味で、ߏௗ生
から「4 回生かと思っていたけど、3 回生
なら、Ήだསरの必रのदۂも͍るんだ
」とݶわれた。

・くてྒྷい、教ࡀにॄできてよいとおっ
しΎっていた。

・୴の生も 3 回生で実習をしたとお͠
れていた。4 ुؔは他学よりもௗく、ڽ
かれていた。
としてはغ࣎ 9 月よりも 6 月のΆうがӣಊ会

と॑ならない、ଠの実習生と॑ならないという
点でߢ定的な評価が多かったようである。3 回
生というغ࣎は一般よりもいとݶわれること
はあったようであるが、教員ࢾ༼ࡀ験のことを
考えて適切だ、というもあった。的養成の
場合は 3 回生で実習に行くことも多いとࢧわれ

るが、実習校側に 4 回生で実習というこれΉで
の意ࣟがあるとݶえるのかもしれない。

4 ुؔというؔغについては、「ௗい」「ゆっ
くり学べる」とྈ方の評価があったようである。

̕）Ήしい実習غ࣎と実習ؔغ

   ਦ̓ Ήしい実習غ࣎とؔغ
दۂ内で 1 ुから 4 ुΉでの実習内༲と

学Ξだことについて֦自がϟϠをした内༲を 4
ʛ5 ਕのήループで共༙をさͦた。その後、望
Ήしい実習غ࣎と実習ؔغについて一ࣞのア
ンίートࠬを実施した。
݃果として、「2 回生で附属小学校 2 ुؔ、3

回生で出身地実習 3 ुؔ」が 66ˍとસ体の 3 分
の 2 をઐめた。Ήた、3 回生で出身地実習 4 ु
ؔという回も 32ˍあり、ญͦて 98ˍという
݃果となった。4 回生そのଠについては合わͦ
て 2ˍと大รఁい਼࣊であり、自身が 3 回生で
実習に行ったことにຮଏしていることがうかが
える݃果となった。
それͩれのཀྵ༟をҐԾにΉとめる。

3 回生での実習がそのޛの学;にܪがる
・3 回生で行くことで自分が実習で学;ଏり
ない部分を理解して͠らに 1年หکするこ
とができる。

・実習でより教師になりたいـ持ちがکくな
ったため、หکするϠοϗʖションも߶く
なった。

・いうちから実ແݩܨをんでおくことで
その分ݩܨをかしてりの学生を
գ͟すことができる。

3 回生で実習することで教師に向いているか
のஇができる
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・いغ࣎に自分にった、本にしたい仕
事なのかを見ۅめることができる。

就職をめざしていたが、3ۂة・ 回生で実習
に行くことで教師になると進路รߍした。

ಊの६ඍに༪༡ができるや就職ݩࢾ༼ࡀ
・就などにଲしてঙなからͥ༪༡が͍る。
。の६ඍに専೨できるݩࢾ༼ࡀ・
2 回生のঘ実習にқ味が͍る
・ߏに行く前にؔغでもで体ݩして
おくことで、学;たいϛンφをԣ͠えて
ड़身ஏ実習に行くことができる。

・ঘ学ߏでήϩʖϕでखりૌことで、
をけられ、3ݩܨれͥڬ 回生で 2 回生の
ൕをかして、自৶をもって実ભをでき
るから。

4 回生で実習に行くϟリρφも͍る
・実習ؔغに༑ऴなՃをߏௗ生等から
ಚられると、4 回生で͍れͻそのΉΉ学ߏ
ਬપも͍るとซいた。

̖）গཔの࿑

ਦ̔ গཔの進路
গཔの࿑に関しては、小学校教།をめ͡す

という回が࠹も多く、71ˍの学生が回して
いた。ಝพࢩԋ学校は 9ˍ、そのଠ（大学院
学、ۂة就職など）は 20ˍという݃果であった。
なお、本ࠬは小学校実習に参Յした実習生の
Ίのυータを対েとしているので༰கԄ・こど
もԄなどの就職ंはκϫとなっているが、実
にはࡏ 3 ໌が༰கԄ・こどもԄの就職を考え
ている。この࿑の選に実習がどのようなӪ
。したかを次にซいている·ٶをڻ

̖）গཔの進路݀ఈに実習はӪڻを༫えたか
このઅに関しては自༟ىफ़で回をซいて

いる。小学校教།、ಝพࢩԋ学校教།、そのଠ
に分けて回内༲を見ていくこととする。
ঘ学ߏ教།をめざすと回答した学生の記述
・̑回生といういஊで実習を行い、教師
という仕事をݩܨできたことで、進路݀ఈ
のغ࣎がΉり、自分のする΄きことが
֮になったと思う。

・教育実習の前は、就もࢻに入れていた
が、実習のӪڻで教ҽを目ࢨしたいという
。したߍ持ちが߶Ήり、進路をรـ

・3 回生での教育実習を通して、「ઊଲに教師
になりたい」「く教師になりたい」という
思いが༛いてきΉした。教師Ήでのಕのり
や、なってからの事など現実దに考えるよ
うになりΉした。

・他ਕ事のことから、自分事としてଌえるこ
とがड़པるようになった。

・教育実習では教師のやりがい、ֺし͠など
ྒྷいだけではなく教師という仕事の
ร͠、գ͠ࠇなどϜψηになるような
ことも知ることができ、より教師とݶう職
఼から考えることがࢻをより現実దなۂ
できたのはྒྷかった。教師としてのやりが
いとգ͠ࠇをళṟにかけたとき、ࢴの
はやりがいの๏がঋったので、教ҽࢾ༼ࡀ
のϠοϗʖションがکに向けてのหݩ
より߶Ήったと思う。
事が大ร今のๅ道そのଠによって教師のࡤ

な事であることを学生たͬはॉ分にஎࣟとし
てஎっている。そのうえで、実習に参Յするこ
とで「教師という事をよりݳ実的な視点から
考えることができ」、「ళṟにかけたとき、ࢴの
場合はやりがいの方がঋった」という回が多
くの回ंのえをେනしているとݶえるだろ
う。一方で教育実習に参Յしたことで自分自身
が教師の事に向いているかどうか考えるきっ
かけとなり、݃果的にพの࿑を選Ξだという
回もΊられた。ҐԾに࿑としてそのଠを選
Ξだもののେන的なىफ़をىす。
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その他の進路を選んだと回答した学生の記述
・教育実習を通して、家庭環境が原因で支援
が必要な子の実態を理解することができ、
目の前の子どもたちだけでなく、平等な教
育を提供するためにも全体を支援したい
と思い行政職をめざすことにした。

・教科書や教材に興味を持ったので子どもの
教育に何らかのかたちでかかわる仕事に
就こうと考えた。

・教師の現実の労働環境を見て自分には向い
ていないと思った。
教育実習のܨ験を௪して、教師Ґの職ۂで

教育に߫ݛしたいと考えるようになったという
もいくつかซかれた。Ήた、ݳ場で教師たͬ
の࿓働ڧをの当たりにしてଠの࿑を考え
るようになったという回も 3 ݇あった。

̒ɿΉとめとされた課題
実習のغ࣎とؔغを検ৄするために、1 ु

から 4 ुΉでの実習内༲と学生の学;をࠬ
しΉとめてΊると、ु͟との内༲にかなり共௪
性が見られることが分かった。4 ुで研究द
を行うことができると、それをめ͡してۂ 3 ु
Ήでの実習カリΫϣラϞをૌΊཱིてることが

1 坂井࢚・森久Մ・ଞ井চ子・ཚ合ཤՄ・
ᴣ౽ي・玉ଞޮ二ඛ「しい࣎େの教育実習
Ϡυルのに関する研究 : COVID-19 の״
ઝ֨大Ծにおけるオンライン教育実習の事例」
『京都女子大学教職ࢩԋιンター研究紀要』第
4 号、2022 年ɾ27-35 頁。
およ;森久Մ・坂井࢚・ଞ井চ子・ཚ合ཤ
Մ・ᴣ౽ي・玉ଞޮ二ඛ「初等教員養成ஊ
におけるオンライン教育実習に関するๅࠄ : 
実習アンίートの自༟ىफ़ࣞ回の݃果と行
事例とのർֳをಁΉえて」『京都女子大学教職
ԋιンター研究紀要』第ࢩ 4 号、2022 年、
153-159 頁。
2 田によれば、1955آ 年ஊで小学校教員養
成の課程認定をಚていたཱིࢴ大学は੪山学院・
京都女子・ৼ女子・玉ઔ・日本女子・ཱི教の

Նと考えられ、より༙ްな実習がՆとなっ
ていることが分かった。ঀࠅとർべるとそれ
でもॉ分とはݶえないؔغではあるが、4 ुؔ
というؔغには意味があるとࢧわれる。ただし、
今回ࠬした学年は 2 年次での附小実習が実施
できなかったため、3 年次での出身地実習が小
学校としては初めてで࠹後の実習となったとい
う点も勘案すべきであろう。本学は附小実習 2
ुؔ、出身地実習 3 ुؔをع定の実習ؔغと定
めているので、この 5 ुؔをどのように༙ްに
出身地の実習校の;ٶするかを、今後附小༼࢘
教員と共にՆな限り議論し、検討を॑てい
く必要があると考える。今回は 2020 年度生に
的をߞって検ৄ考察を行ったが、今後、教育実
習の参Յܙ態の実にҩいのあるଠの年次の
学生のࠬもญͦて行うことで、ർֳ検討を行
っていく༩定である。
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6 校のΊであった（آ田߃೯ฦ『教育実習の日
本的構ଆ』学文社、2021 年、25 頁）。
3 本学では、ଠの関地方の大学と同様に「1
年生」を「1 回生」とݼΞでいるため、௪সに
合わͦてىす。ҐԾ同じ。
4 文部科学省中央教育審議会ਅ「今後の教
員養成・免許制度の在り方について（ਅ）
・における教員養成ࠅ資料、2ɿ（9）ঀેخ
免許制度
（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/ch
ukyo/chukyo0/toushin/attach/1337068.htm）
2022 年 3 月 27 日Ԁལ

5 本㛴とΊ子「多様性をかす学校教育に向
けた教員養成ʷオーストラリアの大学における
取りૌΊʷ」ґ井ٝਕฦ『多様性をかす教育
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を考える七つのヒント オーストラリア・カナ
ダ・イギリス・シンガポールの教育事例から』
共同文化社、2015 年。
6 本実習の成果と課題については、註１の坂
井論文と森論文を参照されたい。
7 文部科学省中央教育審議会「今後の教員養
成・免許制度の在り方について」（平成 18 年 7
月 11 日）では、「いわゆる母校実習について
は、できるだけ避ける方向で、見直しを行うこ
とが適当である」とされ、「一般大学・学部に
ついては、できるだけ同一都道府県内をなじめ
とする近隣の学校において実習を行うことと
し、いわゆる母校実習については、大学側の対
応や評価の客観性の確保等の点で課題も指摘さ
れることから、できるだけ避ける方向で、見直
しを行うことが適当である」と書かれている。
「一方、学生が自らが教職に就くことを希望す
る出身地の学校で実習を行う場合については、
柔軟に対応することが適当である。ただし、こ
のような場合でも、大学と実習校とが遠隔教育
的な方法を工夫して連携指導を行なうなど、大
学が教育実習に関わる体制を構築するととも
に、実習校側も適切な評価に努めることが必要
である」とされており、本学のように出身地で
教員として働くことを念頭に置いている学生が

多い場合は、必ずしもその限りではないと受け
取ることもできる。2 年次に附属小学校での実
習を行うことを勘案すれば、3 年次の実習は出
身地で行うことが様々な学校教育のあり様を体
験するという意味合いにおいても適切であると
も考えられる。ただし、「平成 30 年度教職課
程認定大学等実地視察について」（中央教育審
議会初等教育分科会教員養成部会第 106 回資
料、2019 年 7 月 18 日）において、「実習校の
選定に当たって、依然として、母校や遠隔地の
学校での実習を前提としている大学等もあっ
た」と指摘されている。遠隔地での実習であっ
ても実習校と大学の教員との綿密な連携が必要
とされている点は今後さらに検討すべき課題で
あろう。
8 深田博己「小学校における担任学年配置に関
する女性教師のステレオタイプ的態度」『広島
大学教育学部紀要』第 1 部、第 40 号、1991
年、87‐94 頁。
9 黒田友紀・杉山二季・望月一枝・玉城久美
子・船山万里子・浅井幸子「小学校における学
年配置のジェンダー不均衡」『東京大学大学院
教育学研究科紀要』第 49 巻、2009 年、317-
325 頁。
10 教育職員免許法施行規則参照。




